
※掲載情報は１月18日現在のものです。最新情報は福岡県や市のホームページなどで確認してください。

事業者のみなさんへのお願い①

新型コロナウイルス感染症との戦いが始まって 1年。

新しい年を迎えてもなおコロナ禍は終息することなく、

耐え忍ぶ日々が続いています。

昨年末から全国各地で感染が拡大。

国は福岡県などに対して再び「緊急事態宣言」を発令しました。

田川地域でも年末年始にかけて感染者が増加しています。

市民のみなさんには、これまでも感染予防をお願いしてきましたが

今後の感染拡大を防ぎ、自分や周りの人をウイルスから守るため、

そして、地域の医療を逼迫させることにならないよう、

より一層の感染予防を改めてお願いします。

感染症との戦いは、これからも長期にわたり続くことが予想されます。

「人にうつさない」「人からうつされない」「自分が感染しているかもしれない」

という意識を持って、正確な情報に基づいて冷静に対応し、

人を思いやる気持ちを持ち続けてください。

力を合わせて、ともに困難を乗り越えましょう。

市民のみなさんへ
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市民のみなさんへのお願い

●生活や健康の維持に必要な場合（※）を除き、不要不急の
外出を控えること（特に20時以降を徹底）

  ※通院・通勤・生活必需品の買い出し、屋外での運動など
●「３つの密（密閉・密集・密接）」を徹底的に避けるとと

もに「身体的距離の確保」「マスクの着用」「手洗いなどの
手指衛生」などの基本的な感染防止対策を徹底すること

●国の専門家が示す「感染リスクが高まる５つの場面」に十
分注意して行動すること（下記参照）

基本を確実に！

場面１ 場面２ 場面３ 場面４ 場面５
飲酒を伴う
懇親会

大人数や長時間の
飲　食

マスクなしでの
会　話

狭い空間での
共同生活

居場所の
切り替わり

飲酒の影響で気分が
高揚すると同時に注
意力が低下します。
また、聴覚が鈍くな
り、大きな声になり
やすくなります。

長時間におよぶ飲食、
接待を伴う飲食、深
夜のはしご酒では、
短時間の食事に比べ
て、感染リスクが高
まります。

マスクを着けずに近
距離で会話をするこ
とで感染リスクが高
まります。車やバス
の車中でも注意が必
要です。

狭い空間での共同生
活は、長時間にわた
り閉鎖空間が共有さ
れるため、感染リス
クが高まります。

仕事の休憩時間など、
居場所が切り替わる
と気の緩みや環境の
変化により感染リス
クが高まることがあ
ります。

●営業時間を５時から20時までの間とすること 
　（もともとの営業時間が上記時間帯である施設・店舗は

対象外）
●酒類の提供時間を11時から19時までとすること 
●業種別ガイドラインに従った感染防止対策を徹底し「感

染防止宣言ステッカー」 などの掲示により、取り組みを
実施していることを明示すること 

●飲食店、喫茶店
※宅配、テイクアウトサービスを除く。設備を設けて客に飲食をさ

せる営業を行う露店営業 ( 屋台 ) は含む
●遊興施設のうち、 食品衛生法上における飲食店営業の許

可を受けている飲食店
※ネットカフェ・マンガ喫茶など、宿泊を目的とした利用が相当程

度見込まれる施設は営業時間短縮要請の対象から除く

■対象①

■要請

１店舗 最大138万円
（１日あたり6万円×23日）

協力金を給付します

　福岡県の要請に応じて、１月16日から２月
７日までのすべての期間に、営業時間短縮を
行った対象事業者のみなさんに「福岡県感染
拡大防止協力金」を給付します。

※やむを得ない理由により１月16日から要請
に応じられなかった場合でも、１月18日ま
でに要請に応じた事業者は対象となります。

※協力金の対象となる条件や申請
　方法など詳しくは福岡県ホーム
　ページをご覧ください。

新型コロナウイルス
感染症対策

１／14→緊急事態宣言発令中→２／７
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